
早稲田大学大学院法学研究科

2025年度修士課程入学試験問題（国内受験）

【専修科目】

民事法学専攻 国際関係法（私法）

以下の問題のうち 1問を選んで答えなさい

答案の冒頭には選択した問題番号を明記すること。

2025.07.18 _o_e 

① 本国法として地域的不統一法国法を適用する場合と人的不統一法国法を適用する場合との異同に

ついて論じなさい。

② 目的物所在地法主義の根拠と妥当性について、不動産と動産とを分けて論じなさい。解答に際し

ては以下の語をすべて用い、その箇所にエ墜を引くこと。

同則主義 移動（運送）中の物 船舶・航空機

③ 外国離婚判決は、わが国においていかなる要件で承認されるか。

以上

答案の書き方（横書） 六法全書の使用を（認める）
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